
Ⅳ 生活実感、政策重要度、市政関心度、幸福実感の回答結果について 

 平成２７年度市民生活実感調査における四つの調査項目の結果概要は、以下のとおりである。

１ 生活実感＜資料２：Ｐ１２１＞ 

  この調査は、現在の生活についての市民の実感を把握するため、京都市政に係る２７の政策分

野において設定した、「利用しやすく頼れる医療や検診の機関がある。」など合計１３０の設問に

ついて、「そう思う」「どちらかというとそう思う」「どちらとも言えない」「どちらかというとそ

う思わない」「そう思わない」の５段階で回答したものである（どれにもあてはまらない場合は

無回答）。

  生活実感の高さは、政策の効果が高いと市民が認識しているか、政策の効果にかかわらず、市

民の生活場面（その時期に社会で起こった出来事など）における実感が高いことなどが原因と考

えられる。一方、生活実感の低さは、政策の効果が低いと市民が認識しているか、政策の効果に

かかわらず、生活場面における実感が低いことなどが原因と考えられる。

  資料２に１３０の設問における回答の平均値を記載した。この数値を基準とすることにより、

それぞれの設問における世代別・性別、居住区別、職業別、居住年数別の生活実感が、市全体の

平均値と比べてどのような状況であるかを把握することが容易になる。

  回答結果を肯定的回答割合で見ると、若年層と若年層の男女とも、調査の始期である平成２３

年度よりも上昇している。しかし途中の経過は一様ではない。ほとんどの世代別・性別において

２４年度に肯定的回答割合が大きく下降し、その後上昇に転じたのちに２７年度は再び下降して

いる。特に若年層の下降が大きかった（若年層男性－４．４％、若年層女性－２．９％）。一方、

中年層男性の低さは５年間を通じて一貫しているが、２７年度は調査期間の中で最大の上昇幅と

なった（＋２．６％）。

２ 政策重要度＜資料３：Ｐ１２２＞ 

  この調査は、２７の政策分野の重要度を把握するため、それぞれについて「重要である」「ど

ちらかというと重要である」「どちらとも言えない」「どちらかというと重要ではない」「重要で

はない」の５段階で回答したものである（どれにもあてはまらない場合は無回答）。

  政策重要度の高さは、当該分野における政策を市民が重要と認識していることが原因と考えら

れる。一方、政策重要度の低さは、政策の効果が市民生活に浸透していることにより当該分野に

おける政策の重要性を市民がことさらに認識する必要がないこと、現在実行されている政策の 

ＰＲ不足等の理由により市民に知られていないこと、市民が当該分野の政策の優先順位が低いも

 以下にいう「肯定的割合」とは、「そう思う」と「どちらかというとそう思う」など回答者が肯定

的に捉えているものを足し合わせた値である。
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のと受け止めていることなどの理由により、市民が重要であると認識していないことが原因と考

えられる。

  回答結果を肯定的回答割合で見ると、前年度に比べて高年層男性を除くすべての世代別・性別

において全２７分野の平均値が下降した。分野ごとにみると「産業・商業」（市全体で２５位→

２３位）、「子育て支援」（市全体で７位→５位）、「学校教育」（市全体で１０位→６位）、「生涯学

習」（市全体で２０位→１５位）はほとんどすべての世代別・性別において前年度よりも順位を

上げた。逆に「人権・男女共同参画」（市全体で９位→１４位）はほとんどすべての世代別・性

別において順位を下げた。２７年度も「消防・防災」、「くらしの水」、「市民生活の安全」、「環境」

は引き続き高い順位となったが、世代別・性別で見ると、若年層男性は「学校教育」が１４位か

ら１位となった一方、２６年度に１位だった「景観」が９位へと大きく順位を下げるといった特

徴的な変化が見られた。また「高齢者福祉」は高年層では順位を上げたものの、若年層・中年層

では順位を下げ、特に介護等の問題が身近に感じられ始める中年層では、男性７位→１４位、女

性１０位→１６位と大幅に順位を下げているのが興味深い。

※平成２５年度から新しい回答方式をとっており、過去２年度との比較のみできる。

３ 生活実感と政策重要度における肯定的回答割合の順位＜資料４：Ｐ１２５＞ 

  今年度の生活実感と政策重要度について、２７の政策分野それぞれの肯定的回答割合が高いも

のから順に示した。これにより各政策分野における生活実感と政策重要度の肯定的回答割合の順

位とその差を一覧することができる。

  生活実感と政策重要度の順位の差が最も大きかった分野は六つあり、いずれも１５位の開きが

あった。そのうち、生活実感の肯定的回答割合は高いが政策重要度の肯定的回答割合が低いのは

「観光」、「大学」、「土地利用と都市機能配置」であり、逆に政策重要度の肯定的回答割合は高い

が生活実感の肯定的回答割合が低いのは「市民生活の安全」、「障害者福祉」、「青少年の成長と参

加」であった。これら以外の回答では２６年度の回答状況との差が見られなかった。

  また生活実感項目を、政策分野ごとにくくった順位の推移も求めた。これにより生活実感から

見る政策重要度の位置付けが明らかとなる。分析の結果、「くらしの水」「景観」「観光」が一貫

して高かった半面、「青少年の成長と参加」「農林業」「住宅」「人権・男女共同参画」が低かった。

４ 市政関心度＜資料５：Ｐ１２６＞ 

  この調査は、市政に対する関心度合を把握するため、「関心がある」「少しは関心がある」「あ

まり関心がない」「まったく関心がない」「わからない」の５段階で回答したものである（どれに

もあてはまらない場合は無回答）。

  回答結果を肯定的回答割合で見ると若年層の低さが顕著であり、世代が上がるにつれて肯定的

回答割合も高くなるという点はこれまでと変わらない。また若年層女性を除くすべての世代別・
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性別において、調査始期である２３年度よりも下降していることには注意を要する。過去４年の

平均と比較しても、高年層女性以外はすべての世代別・性別において下降している。途中経過は

一様ではないものの、傾向としてすべての世代別・性別において２３年度または２４年度がピー

クとなり、その後大幅な下降を経て、上昇に転じつつ２７年度に至っているということを読み取

ることができる。

５ 幸福実感＜資料６：Ｐ１２７＞ 

  この調査は、市民の幸福実感を把握するため、「とても幸せだと思う」「どちらかというと幸せ

だと思う」「どちらとも言えない」「どちらかというと幸せではないと思う」「不幸せだと思う」

の５段階で回答した結果である（どれにもあてはまらない場合は無回答）。

  回答結果を肯定的回答割合で見ると、４年間一貫して全世代で男性よりも女性のほうが高い。

とりわけ２７年度は、肯定的な回答の中でも「とても幸せだと思う」とした割合は、全世代にお

いて男性は下降、女性は上昇するという結果が見られた。若年層では女性の肯定的回答割合が下

降した（若年層女性８４．８％→８２．１％）ものの、男性の肯定的回答割合がそれ以上に大き

く下降し（７２．７％→６６．３％）、また高年層でも女性の肯定的回答割合に大幅な上昇がみ

られるなど（７２．３％→７８．５％）、男女間の差が開いた。しかし中年層では女性の肯定的

回答割合が下降（８０．３％→７５．１％）する一方、男性の肯定的回答割合が大幅に上昇した

結果（６６．７％→７５．０％）、男女間の差が縮まっている。

※平成２４年度から実施しており、過去３年間の平均との比較のみできる。

119



120



41.7% 40.3% 39.9%
38.3% 39.3%

43.5%
44.6%

39.1%

36.3%

43.0%

37.1%
39.0% 38.7% 39.6%

41.9%
43.5%

41.9%
36.8%

42.6%
43.8% 42.1%42.6%

44.6% 45.3%

37.1%

43.5% 43.4%
41.9%41.7% 40.8%

42.4%

39.7% 40.5%
42.6%

43.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

H23 H24 H25 H26 H27

121



122



123



124



125



83.1%

81.1%

75.8%

83.6%
83.0%

88.4%

84.0%

79.6%

85.6%

76.3%

83.0%

80.3%
79.3%

77.9%
78.2%

77.4%

70.9%

77.4%

83.2%

80.5% 80.0%

79.3%

71.2%

74.5%

79.7%

78.5%

81.9% 81.9%
80.4%

73.3%

76.1%

82.3% 81.6%
83.3%

80.5%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H23 H24 H25 H26 H27

126



72.7% 73.3%

83.5%

64.2%

79.4%

66.8%

75.7%

71.4% 71.4%

82.4%

67.8%

79.9%

66.7%
69.1%

73.7% 72.7%

84.8%

66.7%

80.3%

65.9%

72.3%
74.3%

66.3%

82.1%
75.0% 75.1%

66.2%

78.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H24 H25 H26 H27

127


